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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  可変入賞装置からなる始動口への遊技球の入球に起因して抽出した乱数値に基づいて、
大当り遊技に移行するか否かの当否判定を行なう主制御装置と、
  該主制御装置から受信する信号に基づいて演出図柄表示装置を制御するサブ制御装置と
、
を備えた弾球遊技機において、
  前記主制御装置に、
　前記始動口に入球した遊技球を検出する始動口検出手段と、
　該始動口検出手段による始動口検出情報を前記サブ制御装置に送信する始動口検出情報
送信手段と、
　前記可変入賞装置の作動時間が通常遊技状態に比べ長く設定される開放延長状態に移行
させる開放延長手段と、
　前記開放延長状態であることを前記サブ制御装置に送信する遊技状態送信手段と、
を備え、
　前記サブ制御装置に、
　遊技領域に進入した遊技球を検出する遊技領域検出手段と、
　該遊技領域検出手段が検出する遊技球を計数する計数手段と、
　前記開放延長状態での前記始動口検出情報に基づいて賞球数を合算する賞球合算手段と
、
　前記開放延長状態で獲得した遊技球数を遊技者に報知する獲得球数報知手段と、
を備え、
　該獲得球数報知手段は、前記賞球合算手段の合算値と前記計数手段の計数値とに基づい
て算出した値を報知する
ことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項２】
  可変入賞装置からなる始動口への遊技球の入球に起因して抽出した乱数値に基づいて、
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大当り遊技に移行するか否かの当否判定を行なう主制御装置と、
  該主制御装置から受信する信号に基づいて演出図柄表示装置を制御するサブ制御装置と
、
　前記大当り遊技にて開放が行なわれる大入賞口と、
を備えた弾球遊技機において、
  前記主制御装置に、
  前記大入賞口に入球した遊技球を検出する大入賞口検出手段と、
  該大入賞口検出手段による大入賞口検出情報を前記サブ制御装置に送信する大入賞口検
出情報送信手段と、
　前記可変入賞装置の作動時間が通常遊技状態に比べ長く設定される開放延長状態に移行
させる開放延長手段と、
　前記開放延長状態であることを前記サブ制御装置に送信する遊技状態送信手段と、
を備え、
  前記サブ制御装置に、
　遊技領域に進入した遊技球を検出する遊技領域検出手段と、
　該遊技領域検出手段が検出する遊技球を計数する計数手段と、
  受信した前記大入賞口検出情報に基づいて賞球数を合算する賞球合算手段と、
　該賞球合算手段の合算値と前記計数手段の計数値とに基づいて算出した値を遊技者に報
知する第１獲得球数報知手段と、
　前記大当り遊技と前記開放延長状態とが連続した期間において獲得した遊技球数を継続
して遊技者に報知する第２獲得球数報知手段と、
を備え、
　該第２獲得球数報知手段は、前記第１獲得球数報知手段が算出した値を積算して報知す
ること
を特徴とする弾球遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１記載の弾球遊技機は、
  可変入賞装置からなる始動口への遊技球の入球に起因して抽出した乱数値に基づいて、
大当り遊技に移行するか否かの当否判定を行なう主制御装置と、
  該主制御装置から受信する信号に基づいて演出図柄表示装置を制御するサブ制御装置と
、
を備えた弾球遊技機において、
  前記主制御装置に、
　前記始動口に入球した遊技球を検出する始動口検出手段と、
　該始動口検出手段による始動口検出情報を前記サブ制御装置に送信する始動口検出情報
送信手段と、
　前記可変入賞装置の作動時間が通常遊技状態に比べ長く設定される開放延長状態に移行
させる開放延長手段と、
　前記開放延長状態であることを前記サブ制御装置に送信する遊技状態送信手段と、
を備え、
　前記サブ制御装置に、
　遊技領域に進入した遊技球を検出する遊技領域検出手段と、
　該遊技領域検出手段が検出する遊技球を計数する計数手段と、
　前記開放延長状態での前記始動口検出情報に基づいて賞球数を合算する賞球合算手段と
、
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　前記開放延長状態で獲得した遊技球数を遊技者に報知する獲得球数報知手段と、
を備え、
　該獲得球数報知手段は、前記賞球合算手段の合算値と前記計数手段の計数値とに基づい
て算出した値を報知する
ことを特徴とする弾球遊技機である。
　請求項２記載の弾球遊技機は、
  可変入賞装置からなる始動口への遊技球の入球に起因して抽出した乱数値に基づいて、
大当り遊技に移行するか否かの当否判定を行なう主制御装置と、
  該主制御装置から受信する信号に基づいて演出図柄表示装置を制御するサブ制御装置と
、
　前記大当り遊技にて開放が行なわれる大入賞口と、
を備えた弾球遊技機において、
  前記主制御装置に、
  前記大入賞口に入球した遊技球を検出する大入賞口検出手段と、
  該大入賞口検出手段による大入賞口検出情報を前記サブ制御装置に送信する大入賞口検
出情報送信手段と、
　前記可変入賞装置の作動時間が通常遊技状態に比べ長く設定される開放延長状態に移行
させる開放延長手段と、
　前記開放延長状態であることを前記サブ制御装置に送信する遊技状態送信手段と、
を備え、
  前記サブ制御装置に、
　遊技領域に進入した遊技球を検出する遊技領域検出手段と、
　該遊技領域検出手段が検出する遊技球を計数する計数手段と、
  受信した前記大入賞口検出情報に基づいて賞球数を合算する賞球合算手段と、
　該賞球合算手段の合算値と前記計数手段の計数値とに基づいて算出した値を遊技者に報
知する第１獲得球数報知手段と、
　前記大当り遊技と前記開放延長状態とが連続した期間において獲得した遊技球数を継続
して遊技者に報知する第２獲得球数報知手段と、
を備え、
　該第２獲得球数報知手段は、前記第１獲得球数報知手段が算出した値を積算して報知す
ること
を特徴とする弾球遊技機である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
  遊技領域検出手段は、サブ制御装置に接続された遊技球検出スイッチとしてもよく、遊
技領域に進入した全ての遊技球を検出可能な構成が好ましい。従って、遊技領域に必ず進
入する遊技球を進入以前に検出する構成としてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
  始動口となる可変入賞装置は、入球口の大きさが開閉又は拡縮する構成であればよく、
普通電動役物としてもよい。普通電動役物は、閉鎖時に遊技球が全く入球しない構成でも
入球が困難な構成でもよい。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
  開放延長状態は、（普通図柄抽選が当り時に行われる）可変入賞装置の開放時間が、通
常状態よりも延長される状態であり、開放延長状態中は、始動口への遊技球の入球に起因
して行われる特別図柄の可変表示時間と、普通図柄の可変表示時間とが短縮される時短状
態にもなる。また、大当り遊技に移行するか否かの当否判定は、大当り遊技に移行する確
率が高い高確率遊技状態か、大当り遊技に移行する確率が該高確率遊技状態よりも低い通
常確率遊技状態かのいずれかの遊技状態で行われるのが好適であり、開放延長状態（時短
状態）は、高確率遊技状態（確変状態）で実施される場合と、通常確率状態（低確率状態
）で実施される場合とがある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
  始動口検出情報は、１個の遊技球が始動口に入賞したことを示す情報としてもよく、サ
ブ制御装置が備える賞球合算手段は、始動口検出情報を受信する毎に、始動口への１個の
遊技球の入賞に応じた賞球数を示す値を順次加算し、加算した値は、所定の記憶領域に記
憶する構成が好適である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
  「開放延長状態で獲得した遊技球数」は、「前記賞球合算手段の合算値と前記計数手段
の計数値とに基づいて算出した値」となり、具体的には、単純に始動口への遊技球の入賞
により賞球として払出された遊技球の合計数ではなく、該賞球を得るために遊技者が発射
した遊技球数を該合計数から減算した数となる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
  請求項１および請求項２に記載の弾球遊技機によれば、開放延長状態の遊技進行に応じ
て変化する獲得遊技球数を、単なる払出した遊技球数としてではなく、遊技者の手元で変
化（純増）していく獲得遊技球数（景品と交換可能な遊技球数）として遊技者に報知する
ことが可能となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
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  図２は、本実施例のパチンコ機の遊技盤１の正面図である。図２に示すように遊技盤１
には、公知のガイドレール２ａ、２ｂによって囲まれた略円形の遊技領域が、第１遊技領
域３ａと第２遊技領域３ｂとに分けられており、ほぼ中央部に配置されたセンターケース
５の右側が第１遊技領域３ａ、左側が第２遊技領域３ｂとなり、第１遊技領域３ａは「所
定の発射強度以上で発射された遊技球が到達する第１遊技領域」に相当し、第２遊技領域
３ｂは「第１遊技領域へは到達しない発射強度で発射された遊技球が流下する第２遊技領
域」に相当する。従って、図に示したＡ部まで到達した遊技球は、第１遊技領域誘導路１
０１を転動し、第１遊技領域３ａ（センターケース５の右側）に至り、Ａに到達しない遊
技球が第２遊技領域３ｂ（センターケース５の左側）を流下することになる。また、この
第１遊技領域３ａ，第２遊技領域３ｂには多数の遊技釘４が植設されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
  センターケース５の右の第１遊技領域誘導路１０１の出口には、第１遊技領域進入ゲー
ト１００が配置され、その下にはゲート１７が配置され、ゲート１７の下には普通電動役
物からなる第２始動口１２（可変入賞装置からなる第２始動口に相当）が配置され、第２
始動口１２の下方にはアタッカー式の大入賞口１４が配置されており、第１遊技領域誘導
路１０１は、第１遊技領域３ａ（第１遊技領域）を流下する全ての遊技球が通過し、第１
遊技領域３ａにはゲート１７、第２始動口１２、大入賞口１４が配置された構成となって
いる。第２始動口１２は開閉可能な翼片を供えた普通電動役物からなり、この翼片が開放
しないと遊技球は第２始動口１２に入球できない構成となっている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
  主制御装置８０には、第１始動口１１に入球した遊技球を検出する第１始動口スイッチ
１１ａ、第２始動口１２に入球した遊技球を検出する第２始動口スイッチ１２ａ（第２始
動口検出手段に相当）、普通図柄を作動させるゲート１７に進入した遊技球を検出する普
通図柄作動スイッチ１７ａ、大入賞口１４に入球した遊技球を計数するためのカウントス
イッチ１４ａ（本発明の大入賞口検出手段に相当）、一般入賞口３１に入球した遊技球を
検出する左入賞口スイッチ３１ａ等の検出信号が入力される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
  サブ統合制御装置８３（本発明のサブ制御装置に相当）の入力端には、遊技者により操
作可能な演出ボタンスイッチ１４ａと、上述した第１遊技領域進入ゲート１００が備える
第１遊技領域スイッチ１００ａ（第１遊技領域検出手段に相当）が接続されている。また
、サブ統合制御装置８３は、主制御装置８０から送信されてくるデータ及びコマンドを受
信し、それらを演出表示制御用、音制御用及びランプ制御用のデータに振り分けて、演出
表示制御用のコマンド等は演出図柄制御装置８２に送信し、音制御用及びランプ制御用は
自身に含まれている各制御部位（音声制御装置及びランプ制御装置としての機能部）に分
配する。そして、音声制御装置としての機能部は、音声制御用のデータに基づいて音ＬＳ
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Ｉを作動させることによってスピーカからの音声出力を制御し、ランプ制御装置としての
機能部はランプ制御用のデータに基づいてランプドライバを作動させることによって各種
ＬＥＤ、ランプ２６を制御する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
  次に、図１０のフローチャートを用いて主制御装置８０が実行する普電作動処理を説明
する。本処理を開始すると、普通電動役物が作動中か否か判定する（Ｓ４５０）。肯定判
定なら（Ｓ４５０：ｙｅｓ）、第２始動口スイッチ１２ａが遊技球を検出したか否か判定
し（Ｓ４５５）、肯定判定なら（Ｓ４５５：ｙｅｓ）、時短フラグが１か否か判定する（
Ｓ４６５）。肯定判定なら（Ｓ４６５：ｙｅｓ）、開放延長状態における普通電動役物の
作動中に普通電動役物に遊技球が入球したことを示す第２始動口検出情報をサブ統合制御
装置８３に送信する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
  次に、図１５から図１７を用いて特別遊技処理を説明する。本処理は、本発明の開放開
始情報送信手段，大入賞口検出手段，及び大入賞口検出情報送信手段を含む処理となる。
また、大当り遊技終了後から実施する高確率遊技状態，開放延長（時短）状態の設定を行
う特典遊技設定手段を含む処理となる。本処理を開始すると、役物連続作動装置が作動中
か否か判定する（Ｓ８００）。否定判定なら（Ｓ８００：ｎｏ）リターンし、肯定判定な
ら（Ｓ８００：ｙｅｓ）、大入賞口１４が開放中か否か判定する（Ｓ８０５）。否定判定
なら（Ｓ８０５：ｎｏ）、インターバル中か否か判定し（Ｓ８１０）、インターバル中で
なければ（Ｓ８１０：ｎｏ）、大当り終了演出中か否か判定し（Ｓ８１５）、大当り終了
演出中でなければ（Ｓ８１５：ｎｏ）、大当り開始演出時間が終了したか否か判定し（Ｓ
８２０）、大当り開始演出時間が終了していなければ（Ｓ８２０：ｎｏ）リターンし、終
了していれば（Ｓ８２０：ｙｅｓ）、大入賞口１４を開放させる処理を行い（Ｓ８２５）
、サブ統合制御装置８３に開放開始情報を送信し（Ｓ８３０）リターンする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
  続いては、当該処理中の大当りを生起させた当否判定処理のＳ５６０で設定したモード
バッファを参照し（Ｓ９６５）、時短フラグ，時短カウンタ，確変フラグ，確変カウンタ
を設定し（Ｓ９７０，Ｓ９７５，Ｓ９８０，Ｓ９８５）、モードバッファのクリア処理を
行う（Ｓ９９０）（特典遊技設定手段）。続いて、サブ統合制御装置８３へ大当り終了コ
マンドと、Ｓ９７０の時短フラグとＳ９８５の確変フラグとの設定によって決定した大当
り遊技終了後の遊技状態を示す状態指定コマンドを送信し（Ｓ９９５、Ｓ１０００）、大
当りフラグをクリアして（Ｓ１００５）リターンする。なお、状態指定コマンドは移行情
報に相当し、Ｓ１０００の状態指定コマンド送信処理は移行情報送信手段に相当する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
  次に、図１８を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する計数状態切替処理を説明する
。本処理は、主制御装置８０からの開放開始情報，状態指定コマンド（移行情報に相当）
の受信に応じて第１遊技領域へ進入した遊技球の計数状態を切り替える処理となり、本発
明の獲得球数報知手段を含む処理となる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
  Ｓ１１２５により実施する大当り獲得球数報知は、１回の大当り中に獲得（純増）する
遊技球数を遊技者に報知する内容となり、Ｓ１１３５により実施するトータル獲得球数報
知は、高確率状態や通常遊技状態（低確率）における時短状態（開放延長状態）といった
特典遊技状態時に獲得（又は減少）した遊技球数をも算出したうえで、連続する特典遊技
状態と大当り遊技とで獲得（純増）した遊技球数を遊技者に報知する内容となる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
  Ｓ１１００が否定判定、即ち、主制御装置８０から開放開始情報を受信していないなら
（Ｓ１１００：ｎｏ）、第１入球検出フラグが１か否か判定し（Ｓ１１４０）、否定判定
なら（Ｓ１１４０：ｎｏ）リターンし、肯定判定なら（Ｓ１１４０：ｙｅｓ）、時短状態
（開放延長状態）を示す状態指定コマンド（大当り終了時に主制御装置８０がＳ１０００
により送信）を受信したか否か判定する（Ｓ１１４５）。否定判定なら（Ｓ１１４５：ｎ
ｏ）リターンし、肯定判定、即ち、大当りが終了したなら（Ｓ１１４５：ｙｅｓ）、第１
入球検出フラグに０をセットし（Ｓ１１５０）、第２入球検出フラグに１をセットし（Ｓ
１１５５）、開放延長獲得球数報知を開始する指示信号を演出図柄制御装置８２に送信し
（Ｓ１１６０）リターンする。Ｓ１１６０による開放延長獲得球数報知は、開放延長状態
中の獲得遊技球数（減少する場合もある）を遊技者に報知する内容となり、本発明の獲得
球数報知手段に相当する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
  次に、図１９を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、大当り賞球数合算処理を説
明する。本処理は、第１入球検出フラグが１の状態で主制御装置８０から大入賞口検出情
報を受信すると、大入賞口への入球に対する賞球数（１４）を合算する処理となり、本発
明の賞球合算手段（賞球合算手段）に相当する処理となる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１３１】
  次に、図２０を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、大当り発射球数計数処理を
説明する。本処理は、第１入球検出フラグが１の状態で第１遊技領域スイッチ１００ａが
遊技球を検出すると、発射球数を計数する計数カウンタをインクリメントする処理となり
、本発明の計数手段に相当する処理となる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
  次に、図２１を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、大当り獲得球数算出処理を
説明する。本処理は、第１入球検出フラグが１であること条件に、出球カウンタの値から
計数カウンタの値を減算して算出した値を獲得カウンタに格納する処理となり、獲得カウ
ンタに格納された値は、本発明の「前記賞球合算手段の合算値と前記計数手段の計数値と
に基づいて算出した値」に相当する。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
  次に、図２２を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、大当り獲得球数表示処理を
説明する。本処理は、第１入球検出フラグが１であることを条件に、第１獲得カウンタの
値とトータル獲得カウンタの値を演出図柄表示装置６に表示する指示を行う処理となり、
本発明の獲得球数報知手段に相当する処理となる。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
  次に、図２３を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、普電賞球数合算処理を説明
する。本処理は、第２入球検出フラグが１の状態で主制御装置８０から第２始動口検出情
報を受信すると、第２始動口１２となる普通電動役物への入球に対する賞球数（３）を合
算する処理となり、本発明の賞球合算手段に相当する処理となる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
  次に、図２４を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、開放延長発射球数計数処理
を説明する。本処理は、第２入球検出フラグが１の状態で第１遊技領域スイッチ１００ａ
が遊技球を検出すると、発射球数を計数する第２計数カウンタをインクリメントする処理
となり、本発明の計数手段に相当する処理となる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
  次に、図２５を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、開放延長状態獲得球数算出
処理を説明する。本処理は、第２入球検出フラグが１であること条件に、第２出球カウン
タの値から第２計数カウンタの値を減算して算出した値を第２獲得カウンタに格納する処
理となり、獲得カウンタに格納された値は、本発明の「前記賞球合算手段の合算値と前記
計数手段の計数値とに基づいて算出した値」に相当する。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
  次に、図２６を用いて、サブ統合制御装置８３が実行する、開放延長獲得球数表示処理
を説明する。本処理は、第２入球検出フラグが１であることを条件に、第２獲得カウンタ
の値とトータル獲得カウンタの値を演出図柄表示装置６に表示する指示を行う処理となり
、本発明の獲得球数報知手段に相当する処理となる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４６】
  Ｓ１５５５が肯定判定、即ち、開放延長状態が終了し通常遊技状態に移行したなら（Ｓ
１５５５：ｙｅｓ）、演出図柄制御装置８２に開放延長状態終了時の表示態様、最終獲得
出球の表示を指示し（Ｓ１５６０、Ｓ１５６５）、第２獲得カウンタとトータル獲得カウ
ンタをクリアし（Ｓ１５７０、Ｓ１５７５）リターンする。
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